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はじめに  
 

石川県電子入札システムは、平成２３年１０月３日（月）より新しいシステムに移行します。 

新システムは、石川県並びに県下９市町（本書作成現在）が共同で運用し、参加自治体で

同一のシステムを利用するため、入札の参加において利便性の向上を図っています。 

本書では、移行によるシステムの主な変更点について説明します。 

 

＜移行対象となるシステム＞ 

システム名 

入札参加資格申請システム（旧名：競争入札参加資格審査電子申請システム） 

電子入札システム 

入札情報システム（PPI） 

 

＜参加自治体と利用システム＞                          (本書作成現在) 

自治体名 入札参加資格申請 電子入札 入札情報 

石川県 ○ ○ ○ 

金沢市 － ○ △ 

七尾市 － ○ △ 

小松市 － ○ △ 

輪島市 ○ ○ ○ 

加賀市 ○ ○ ○ 

かほく市 － ○ △ 

白山市 ○ ○ ○ 

野々市町 ○ ○ △ 

津幡町 ○ ○ △ 

 
 

 

 

○：利用する △：一部利用する －：利用しない 
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１ 入札参加資格申請システム 
 

１．システム概要 

各調達機関（発注者）が発注する建設工事並びに業務委託に係る競争入札参加資格審査

申請について､インターネットにより受付を行うシステムです。 

 

 

２．主な変更点・注意点 

入札参加資格申請システムにおける主な変更点及び利用上の注意点は以下のとおりです。 

①  業者番号（工事／業務委託）が統一され、1 業者毎に１つの業者番号となります。 

②  現行システムにて入札参加資格申請を行っている業者については、現行システムでの

業者番号を引き続き利用できます。 

③  利用開始時に申請者情報を確認してください。 

④  申請書入力画面を変更しています。 

⑤  新システム移行後の運用方法については、各調達機関により方針が異なりますので、

あらかじめ当該調達機関のホームページ等でご確認ください。 

 

 

３．詳細説明 

① 業者番号（ＩＤ）の統一 

建設工事と業務委託の両方で競争入札参加資格申請を行う場合、これまではそれぞれ

別の業者番号（ＩＤ）を取得して申請を行っていましたが、新システムでは両業務における

業者番号を統一します。 

現行システムを利用して申請を行っている業者については、建設工事の業者番号へ

の統一を行っていますので、今後は建設工事の業者番号を利用してください。 

初めて申請を行う業者は、両業務について申請を行う場合でも、業者番号は 1 つだけ

取得するようにしてください。 

 

 ＜現行システム＞  ＜新システム＞ 

建設工事 90001521 建設工事 
○○○○（株） 

業務委託 90402893 

 
○○○○（株）

業務委託 
90001521 

 

現行システムで建設工事／業務委託の

両方で業者番号を持っている場合、建設

工事の番号（ＩＤ）に統一をしています。 
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② 現行システムの業者番号の引き継ぎ 

現行システムを利用して申請を行い、かつ現在競争入札参加資格を有している業者に

ついては、業者番号（ＩＤ）およびパスワードを現行システムより引き継いでいます。したが

って、新入札参加資格申請システムのご利用にあたり、新たに業者番号を取得する必要

はありません。（二重に業者番号を取得することのないようご注意ください） 

 

③ 申請者情報の確認（初回利用時） 

現行システムより業者番号を引き継いだ業者については、新入札参加資格申請システム

を初めてご利用になる際に申請者情報の確認を行い、情報の間違いや不足があれば修正

してください。 

特にメールアドレスの登録にご協力をお願いします。 

 

④ 申請書入力画面の変更 

申請書入力画面のレイアウト、デザイン等を現行システムから変更します。 
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【参考】 現行システムと新システムの申請書入力画面比較（営業所情報入力） 
 
＜現行システム＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜新システム＞ 
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２ 電子入札システム 
 

１．システム概要 

各調達機関が執行する入札に係る「入札参加資格の確認・通知」「応札・入札執行」「入札

結果の通知・公表」「再入札」等の一連の作業をインターネットにより行うシステムです。 

JACIC 電子入札コアシステムをベースとして採用しています。 

 

 

２．主な変更点・注意点 

電子入札システムにおける主な変更点及び利用上の注意点は以下のとおりです。 

①  URL の変更に伴い、電子入札コアシステムに関する設定変更が必要です。 

②  各調達機関環境へのログイン方法が変更になります。 

③  利用者登録時の新しいICカード登録時にパスワードが必要となります。 

④  利用者登録時の IC カード情報チェックが強化されています。 

⑤  現行システムにて電子入札を行っている業者については、現行システムで登録した

ICカードを引き続き利用できます。 

⑥  設計図書のダウンロード方法が変更になります。 

⑦  ログイン後の初期画面が変更になります。 

 

 

３．詳細説明 

① Ｊａｖａポリシーの設定変更 

電子入札システムの URL 変更に伴い、Java ポリシーの設定変更が必要となります。 

各調達機関より提示する「電子入札システム事前準備(受注者向け環境設定)」及び

IC カードの発行認証局より提供された手順書を参考に設定変更を行ってください。 
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② 各調達機関環境へのログイン方法の変更 

各調達機関の電子入札システムへログインするまでの画面遷移が変更になります。 

ログイン先の調達機関を選択する画面がなくなり、各調達機関のホームページから直接、

その機関のシステム環境に遷移するようになります。 

ＣＡＬＳ／ＥＣ 

ホームページ 

（石川県監理課） 

「調達機関」 

選択画面 

「利用者登録 

／電子入札」 

選択画面 

各調達機関の 

ホームページ 

「利用者登録 

／電子入札」 

選択画面 

＜現行システム＞ 

＜新システム＞ 

石川県、白山市など、

ログインする調達機関

を選択 

 

③ 利用者登録時のパスワード入力 

セキュリティ強化のため、利用者登録時にパスワードが必要となります。パスワードは

以下のとおりとなりますので、忘れないようにご注意ください。 

 

調達機関 パスワードに関する運用 

石川県、輪島市、加賀市、 

白山市、野々市町、津幡町 

入札参加資格申請システムにて業者番号を取得する際に登

録したパスワード。（現行システムより引き継がれた業者につ

いては、現行システムで利用しているパスワード） 

金沢市、七尾市、小松市、 

かほく市 

各調達機関より事前に通知されます。 

 

 
 

ここにパスワードを

入力します。 
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④ ＩＣカード情報のチェック強化 

セキュリティ強化のため、利用者登録時に IC カードに格納されている取得者氏名と、

入札参加資格者名簿に登録されている代表者氏名または受任者氏名とのチェックを行い

ます。 

これらが一致しない場合には IC カードは仮登録状態となり、電子入札システムを利用

することができません。仮登録状態の解除には発注者の判断が必要となりますので、各

調達機関にご相談ください。 

 

 
 

 

 

⑤ 現行システムの業者番号の引き継ぎ 

現行システムで利用者登録を完了し、かつ現在競争入札参加資格を有している業者

については、IC ードの登録情報を引き継いでいます。カ したがって、再度利用者登録を

実施する必要はありません。 

 

 

⑥ 設計図書のダウンロードについて 

現行システムでは設計図書等については、指名通知書等に記載されたリンク先から

ダウンロードしていましたが、新システムでは入札情報システムからダウンロードを行うよう

変更になります。詳しくは「３ 入札情報システム（PPI）の３．④設計図書のダウンロード」を

ご確認ください。 

 

ここに仮登録になる旨の

メッセージが表示されます。
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⑦ ログイン後の初期画面の変更 

現行システムでは、電子入札システムへのログイン直後に「調達案件検索」画面が表示

されますが、新システムでは「簡易調達案件検索」画面を表示します。簡易調達案件検索

画面は調達案件検索画面と比べ、検索条件の選択項目を減らすことで直感的に扱い易く

なっており、利便性が向上しています。 

なお、画面左のメニューよりこれまでの調達案件検索画面を利用することも可能です。 
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３ 入札情報システム（PPI） 
 

１．システム概要 

各調達機関が執行する入札に係る「発注見通し」「入札予定」「入札結果」「契約結果」「入札

参加資格者名簿」等をインターネットに公開するシステムです。 

 

 

２．主な変更点・注意点 

入札情報システムにおける主な変更点及び利用上の注意点は以下のとおりです。 

①  画面レイアウトを一新しています。 

②  各調達機関環境へのログイン方法が変更になります。 

③  一度に検索できる範囲が各調達機関内に変更となります。 

④  設計図書のダウンロード方法が変更になります。 

 

 

３．詳細説明 

① 画面レイアウトの変更 

現行システムから画面レイアウトが変更になっています。青色を基調とした色合いとなり、

機能メニューが画面上部のタブから画面左に移動しました。 
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② 各調達機関環境へのログイン方法の変更 

新システムでは、各調達機関ごとに入札情報システムを持つように変更します。 

電子入札システムと同様に、各調達機関のホームページから直接、その機関のシステム

環境に遷移するようになります。 

 

③ 検索範囲の変更 

上記②のとおり、入札情報システムが調達機関ごとに管理されるようになるため、一度に

案件を検索できる範囲は各調達機関内に限定されます。調達機関を横断した検索は

できなくなります。 

 

 

④ 設計図書のダウンロード 

設計図書等の閲覧（電子ファイルのダウンロード）は入札情報システム（PPI）で行うこと

となります。 

 

 

 

 

各調達機関の 

ホームページ 

入札情報システム

 

トップ画面 

＜新システム＞ 


